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特 
集

体
験
型
教
育
旅
行
と
は

　

津
南
町
で
は
平
成
19
年
度
か
ら
体
験
型
教

育
旅
行
と
し
て
、
豊
か
な
自
然
と
魅
力
あ
る

農
業
を
土
台
に
、
小
中
学
校
生
の
受
け
入
れ

を
行
っ
て
い
ま
す
。
豪
雪
地
な
ら
で
は
の
温

か
い
人
情
と
こ
の
地
域
に
し
か
な
い
民
俗
・

習
慣
を
子
ど
も
た
ち
の「
学
ぼ
う
と
す
る
力
」

の
一
つ
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

交
流
人
口
の
増
加
、農
家
の
生
き
が
い
対
策
、

地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

つ
な
ん
で〝
田い

な

か舎
〟体
験

今
年
も
や
り
ま
す　

体
験
型
教
育
旅
行

津南町森林セラピー基地 : 樽田の森
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都
会
の
子
ど
も
た
ち
の

「
田
舎
」体
験
受
け
入
れ
家
庭
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
一
環
と
し
て
、

津
南
町
で
始
ま
っ
た
「
体
験
型
教
育
旅
行
」

　

こ
れ
は
農
林
水
産
省
に
よ
る
都
会
か
ら
来

た
人
に
は
癒
し
を
、
受
け
入
れ
側
は
そ
の
対

価
を
副
収
入
と
し
て
得
る
、「
都
会
と
農
村

の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し
て
策
定
さ
れ
た

事
業
で
す
。

　

津
南
町
で
の
体
験
は
た
い
へ
ん
好
評
を
得
て

い
ま
す
。
旅
行
会
社
を
通
じ
、
関
東
方
面
の

小
中
学
校
か
ら
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
お
り
、

そ
の
問
い
合
わ
せ
は
年
々
増
え
続
け
て
い
ま

す
。
受
け
入
れ
た
人
数
も
お
か
げ
さ
ま
で
平

成
21
年
度
の
約
３
倍
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
一
方
で
、
受
け
入
れ
を
し
て
く
だ

さ
る
軒
数
は
５
年
前
か
ら
ほ
と
ん
ど
増
え
て

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

下
の
グ
ラ
フ
は
そ
の
数
を
表
し
た
も
の
で

す
が
、生
徒
の
数
に
対
し
、受
け
入
れ
家
庭
の

軒
数
は
増
え
て
い
ま
せ
ん
。グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
室
で
は
事
業
を
継
続
的
に
進
め

る
た
め
に
、新
し
く
受
入
を
し
て
く
だ
さ
る
家

庭
を
募
集
し
て
い
ま
す
。た
く
さ
ん
の
か
た
に

興
味
を
も
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、体
験
型
教

育
旅
行
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま
し
た
。

過去五年間の受入実績

220人

65軒

537人

67軒

735人

60軒

559人

57軒

701人

61軒

H21 H22 H23 H24 H25

受け入れの問い合わせは年々増えていますが、
継続的に受け入れを行うためには受入家庭の数が足りません。

体験型教育旅行はこうやって
受け入れまで進みます。

❶　実施日が決定

　　（２月末から受入農家の募集を開始します）

❷　学校側からグループリストとアレルギーの情報が届きます

❸　受入家庭とのマッチングを行います

　　（地域振興課グリーンツーリズム推進室で行います）

❹　学校へ受入家庭マッチング表を提出します

❺　農家のかたへ説明会や衛生講習会を行います

❻　受入当日を迎えます

・受入人数は１軒あたり3～4人。学校単位で来るため、町で

は一度に60軒程度の家庭に協力してもらいながら、1泊か

ら２泊の受入を行っています。

・受入期間中は事務局と学校の引率が、急な発熱や事故など

に備え待機しています。

❼　反省会

例
え
ば
こ
ん
な
プ
ラ
ン
は

ど
う
で
す
か
？

次
の
ペ
ー
ジ
へ
Ｇ
Ｏ
！

地域振興課　商工観光班　橋野 浩史

このような都市と農村の交流の取組みは、全国的に注目されており、
町以外にも独自の事業として行っている地域もあります
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受
け
入
れ
し
た
こ
と
な
い
ん
だ
け
れ
ど
…

　
　
　
　
　
　
　
そ
う
、
最
初
は
誰
で
も
不
安
で
す
。

　
体
験
型
教
育
旅
行
で
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
す
る
各
家
庭
の
仕
事
や
普
段
ど
お
り
の

生
活
を
体
験
を
し
て
い
く
、
い
わ
ば
「
家

業
お
ま
か
せ
プ
ラ
ン
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
で
す
が
、
最
初
は
ど
う
し
て
い
い
か

ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
も
の
。
こ
こ
で
は

あ
る
家
庭
を
例
に
あ
げ
、
い
く
つ
か
参
考

に
な
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

必
ず
し
も
、
こ
こ
に
書
い
た
と
お
り
に

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

季
節
や
天
候
に
よ
っ
て
行
う

作
業
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

で
も
、
ど
れ
も
子
ど
も
に

と
っ
て
み
た
ら
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
す
。

普段口にする野菜がどのように実り、
収穫されるのか学びます。
また、収穫作業だけではなく畑の管理
や草取りも大切な仕事として教えてあ
げてください。農業の大切さ、苦労を
学びます。

●なじょもんや 総合センターを会場に
　入村式を行います。

●朝食

●各家庭にて昼食をとりながら自己紹介

●農村生活体験開始

●夕食づくり・入浴・だんらん

どんな子が来るのか、どきどきしながら迎えに行
きました。

体験メニュー④集落散歩
草取りを予定していましたが、雨が降ったのでか
わりに傘をさして近所を散策しました。すぐにカ
エルに夢中になっていました。田舎の雰囲気を
ちょっとは満喫できたようです。

受け入れた子どもたちをなじょもんまで送りに。
一泊二日でしたが、別れ際にこどもたちが泣いて
くれたので、うるっときてしまいました。

すこし早い昼ご飯を食べさせ忘れもののないよう
に帰る支度をさせました。

昼間の作業で疲れたのか、21 時過ぎには寝てし
まいました。

泊まる子どもたちと受け入れる家族がお互いに自
己紹介をしました。家の中の案内と、決まりごと
の説明をしました。

体験メニュー①農作業体験
じゃがいもがたくさんできたので、掘り起こして
もらいました。慣れない作業に苦戦していたよう
です。

昼間の農作業で自分たちが収穫した野菜を使って
の食事づくり。子どもたちの学校の話、津南の話
( 雪国の暮らし、方言など ) 子どもたちと心の交
流をはかりました。

そば打ち体験や、ちまき作りは人気の
高いメニューです。
また、普段の食事づくり、後片付けも
一緒にやりましょう。
受け入れ家庭向けに料理教室も開催し
ていますので、ぜひご参加ください。

子どもたちが津南の観光名所、歴史に
ついて事前学習をしてくる場合もあり
ます。津南町の PR も兼ねて夏はひま
わり広場や竜ヶ窪、マウンテンパーク
の展望台などを案内してあげるのもよ
いでしょう。
また最近は苗場山麓ジオパークのジオ
スポット候補地などがおすすめです。

都会にはない田舎の美しい風景や、カ
エルやおたまじゃくしにも子どもたち
は喜びます。雪国ならではの工夫のあ
る道路や側溝、信号などの発見もあり
ます。
街灯のない真っ暗な夜もめずらしいよ
うです。

実際に受け入れたかたの予定表のご紹介
(１泊２日の場合)

１日目

２日目

12:30　入村式

6:30　起床

13:10　宿泊する家庭へ移動

12:15　閉村式

21:30　就寝

体験メニュー①農作業体験

体験メニュー②料理づくり体験

体験メニュー③観光スポットめぐり体験メニュー④集落散歩
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生き物探し
なし

自然や生き物を大切に
する気持ちが育った

小学生  （農業体験と併せて生き物探しを体験）
　　　  （自然や生き物への興味や観察力）

中学生  （農業体験と併せて草取りを体験）
　　　  （生きるたくましさ）

自然や生き物への
興味・関心を持った

自然や生き物に対する
観察力・科学的知識を

身につけた

生き物探し
あり

0 20 40 60 80
％

草取りなし

草取りあり

初めて会った大人とも
話をすることができる

自分がよいことをしたら
自分のことを誇りに思う

自分のことは
自分で決められる

誰とでもいっしょに
協力して作業できる

0 20 40 60 80
％

「
外
で
遊
ば
せ
て
い
る
だ
け
、
手
は
か
か
ら

な
い
け
ど
…
」
こ
れ
で
も
い
い
の
と
い
う
質

問
を
受
け
ま
す
が
、
外
で
遊
ぶ
の
も
立
派
な

課
外
活
動
で
す
。

子
ど
も
に
と
っ
て
は
触
れ
る
自
然
、
見
る
も

の
す
べ
て
が
宝
物
で
す
。

農
林
水
産
省
発
表
の
デ
ー
タ
で
は
自
然
や
生

き
物
へ
の
興
味
や
観
察
力
が
高
ま
っ
た
と
の

結
果
が
。
特
別
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
何

か
仕
事
を
さ
せ
る
た
め
に
頭
を
悩
ま
す
の
で

は
な
く
、
普

段
ど
お
り
の

農
作
業
を
お

手
伝
い
さ
せ

て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
で

年
に
一
度
、
我
が
家
が

に
ぎ
や
か
に
な
る

た
だ
の
に
ん
じ
ん
掘
り
も

　
　
　

そ
れ
は
宝
物
に
な
る

こ
ど
も
た
ち
が
語
っ
た
思
い
出
に

か
な
ら
ず
出
て
く
る
「
カ
エ
ル
」ほっとくと暗くなるまでカエルを探します

山笠かぶって

草取りのお手伝い

農林水産省 ( 農産漁村文化協会「教育ファーム推進事業調査報告書」)　資料より転載

嘘のような

本当の話

農
村
体
験
は

人
を

　
　    

さ
せ
る

成
長

!?
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教育ファーム活動
によって地域が
活性化するか

農業に誇りを持つように
なった

環境問題に対する意識が
高まった

食の安全に対する意識が
高まった

社会貢献に対する意識が
高まった

農業の事をわかりやすく消費者に
伝えられるようになった

地域コミュニティを大切に
するようになった

生命に関わる仕事で社会的責任を
感じられるようになった

　消費者との関係を
大切にするようになった

つきあいが広がった

教育ファーム活動
によって農業への
理解が広がるか

教育ファーム活動
によって将来の
農業者が育つか

（農業体験の指導生産者による地域の活性化への認識） （農業体験の指導生産者自身にとっての効果）

0 20 40 60
％

0 20 40 60
％

10回以上
5回～10回
5回未満

10回以上

5回～10回

5回未満

農林水産省 ( 農産漁村文化協会「教育ファーム推進事業調査報告書」)　資料より転載

受
け
入
れ
る

　
　
側
の「
声
」

や
っ
ぱ
り
元
気
が

　
　
　
　
　

い
ち
ば
ん

村
山　

武た
け

夫お

（
割
野
）

　

や
っ
ぱ
り
子
ど
も
た
ち
は
素
直

で
す
ね
。
食
べ
物
も
お
い
し
い
と

よ
く
食
べ
て
く
れ
て
う
れ
し
い
で

す
。
自
分
で
収
穫
し
た
野
菜
は
特

別
な
の
で
し
ょ
う
か
。
外
で
遊
ん

で
い
る
姿
な
ん
か
を
見
る
と
、
と

て
も
無
邪
気
で
、
ま
る
で
津
南
の

子
の
よ
う
で
す
。

　

都
会
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
津
南

町
に
来
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
大
人
に
な
っ
て
、
ま

た
津
南
を
思
い
出
し
て
も
ら
え
る

と
う
れ
し
い
で
す
ね
。

一
方
で
こ
ん
な
声
も
。

・
野
菜
嫌
い
な
子
ど
も
が
多
か
っ
た
。

・
意
思
表
示
が
な
く
、
お
と
な
し
か
っ
た
。

・
あ
い
さ
つ
が
で
き
な
か
っ
た
。

毎年受け入れを行っている村山さん家族

食卓にはその日に取った野菜。
自分で取ったものはさらにおいしく感じるようです。

受け入れ家庭には上の表のように、ささやか
ではありますが、謝礼をお支払いします。

受入れ人数 1 泊 2 日 2 泊３日

1 名 ¥7,000 ¥14,000

2 名 ¥14,000 ¥28,000

3 名 ¥21,000 ¥42,000

4 名 ¥28,000 ¥56,000

受入家庭への謝礼料金表

受入の回数が増えるごとに、受入れ側にも変化が！

好き嫌いをせずに、おいし
いと食べてくれた。

家族の中に
　　　　溶け込んでくれた。

明るい子どもたちで久しぶ
りに家の中がにぎやかに
なった。

野菜嫌いの子が、自分で採っ
た野菜を食べてくれてうれ
しかった。

何をしても
「ありがとうございます」と
お礼を言ってくれた。

農作業、家事など何事にも
真剣に一生懸命取り組んで
くれた。

※教育ファームは、生産者（農林漁業者）の指導を受けながら、
作物を育てるところから食べるところまで、一貫した「本物体
験」の機会を提供する取組みです。
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津
南
町
が
行
っ
て
い
る
「
体
験
型
教
育
旅
行
」
も

お
か
げ
さ
ま
で
今
年
で
８
年
目
を
迎
え
ま
す
。

豊
か
な
自
然
と
、
こ
こ
で
暮
ら
す
人
々
の
生
活
の
中
へ

溶
け
込
ん
だ
子
ど
も
た
ち
は
貴
重
な
体
験
を
し
て
い
ま
す
。

“
こ
こ
ろ
の
ふ
る
さ
と
”

都
会
で
は
き
っ
と
味
わ
え
な
い
、
田
舎
の
新
鮮
な
空
気
の
な
か
で
、

野
山
を
思
い
っ
き
り
か
け
め
ぐ
る
。
寝
転
が
っ
て
星
を
眺
め
る
。

そ
ん
な
体
験
を
と
お
し
て
、

こ
の
ま
ち
を
好
き
に
な
っ
て
く
れ
る
人
が
増
え
た
ら
。

私
た
ち
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
感
じ
暮
ら
し
て
い
る

こ
の
つ
な
ん
の
自
然
と
人
が
織
り
な
す
環
境
を

多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
“
お
す
そ
わ
け
”
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■お問い合わせ先

　津南町役場地域振興課内

　グリーンツーリズム推進室

　℡ .025-765-3115

今年の募集は今月号の嘱託員文書と
いっしょに全戸配布させていただきました。
ぜひ多くのかたのご協力お待ちしております。
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 安心安全のために
— 12月20日　荒川区との災害時応援協定締結 —

 各委員を紹介します

— 固定資産評価委員 —

大澤　隆さん　（４期目）

— 人権擁護委員 —

渡邊　トシさん　（５期目）

— 教育委員—

丸山　直子さん　（新任） 

 収集家たちの共演、はじまる
— 2月8日　マイコレクション展開幕 —

　前教育委員の島田幸江さんが 12 月 20 日付で任期満了と
なったことにともない、新たに丸山直子さん（外丸本村）が
教育委員に就任しました。丸山さんは、今後教育委員として
津南町の教育活動に尽力されます。

　渡邊さんには５期目の人権擁護委員を引き続き受けていた
だきました。豊富な経験から子どもたちの人権を守る活動な
どに力を注いでいただきます。

　大澤さんは町内で土地家屋調査士をされており、固定資産
に精通されています。引き続きよろしくお願いします。

　平成 25 年 12 月 20 日に東京都荒川区と津南町との「災害
時における相互応援に関する協定書の締結式が行われました。
　その協定により災害時には物資の提供や被災者の受け入れ
を行います。県外の市区町村との協定は、埼玉県狭山市に
次いで２件目となります。

　今年も隠れたコレクターたちの、珍しい？収集品がな
じょもんに集結しました。魚釣りのルアーやカメラ、果て
は船のスクリュー、線香の箱なども所狭しと並べられてい
ます。ぜひご覧いただき、みなさんも何かコレクションし
ているもの、来年は出展してみませんか？？

↑左から志村荒川区議会議長、西川荒川区長、上村町長、河田議会議長↑納豆のパッケージは地域限定などいろんな種類がありました

Tsunan Event Sketch.

つ　な　ん
まちかど
スケッチ
Tsunan Event Sketch.
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 選挙管理委員表彰
— 12月17日 県選挙管理委員会より表彰されました —

 交通事故に気をつけましょう
— ２月５日　ランドセルカバー贈呈式 —

 男の料理
— ２月８日　男性のための料理教室 —

　来春の津南町の新入学児童は 66 名の予定です。入学を楽
しみに待つ子どもたちが、安全に通学できるように津南町交
通安全協会から反射材が贈られました。今年は町のゆるキャラ

「つなっぺ」がプリントされたランドセルカバーです。

↑食生活改善推進協議会のかたから指導を受けながら作りました

　2 時間ほどかけお酒のつまみにもなりそうな５品作りまし
た。普段厨房に立つ機会があまりない参加者からは「同時に
何品も作るのは大変」「何かひとつくらいなら作ってみようか
な」といった声があがりました。料理を作るだけではなく、最
後は片付けまでしっかり行うなど、料理する人のありがたみが
身にしみていたようです。

　昨年７月に行われた参議院議員通常選挙において、津南町
選挙管理委員の半戸敬二さんが表彰されました。
　半戸さんは平成16年１月から９年にわたり委員を勤めてま
いりました。また平成24年１月からは数々の選挙で公正な選
挙や投票率の向上、明るい選挙の推進に尽力して頂きました。

↑献立はブリ大根、ぎょうざ、ほうれん草の中華炒めと味噌汁 ↑半戸敬二選挙管理委員

↑反射材を手にする教育長と町交通安全協会長の半戸さん

３
月
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

着
用
強
調
月
間

　

３
月
１
日
か
ら
31
日
の
１
か
月
間
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
着
用
強
調
月
間
が
始
ま
り
ま
す
。
県
内
の
一
般
道
路
に
お
け
る
運
転
者
の

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
率
は
約
98
％
で
、
全
国
30
位
で
し
た
。
ま
た
、
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
に
つ
い
て
も
６
歳
未
満
の
使
用
率
が
約
50
％
で
、
全
国
42
位
と

低
調
で
し
た
。

　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
非
着
用
時
の
致
死
率
は
、
着
用
時
の
約
29
倍
で
す
。
車
に

乗
っ
た
ら
、「
前
も
後
ろ
も
、
す
ぐ
ベ
ル
ト
」
を
合
言
葉
に
、
全
て
の
座
席

で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
を
習
慣
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
昨
年
の
町
内
の
交
通
事
故
件
数
は
20
件
で
、
今
年
は
早
く
も
３
件

の
交
通
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
運
転
者
は
安
全
運
転
を
心
が
け
、
歩
行

者
は
夜
間
出
歩
く
と
き
、
反
射
材
等
を
身
に
着
け
て
出
か
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
潟
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
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ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン
と
は

打
ち
上
げ
た
ら
回
収
も
し
ま
す
！

　

直
径
50
㎝
、
高
さ
１
０
０
㎝
の
紙
で
で
き

た
袋
を
下
か
ら
熱
す
る
こ
と
で
、
空
に
飛
ん

で
い
く
、
小
さ
な
熱
気
球
で
す
。
ア
ジ
ア
で

は
、
古
く
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
名
で
呼
ば
れ
祭

り
な
ど
で
使
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
使
用
す
る
ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン
も
、
東

南
ア
ジ
ア
か
ら
輸
入
し
た
も
の
で
す
。

　

津
南
で
行
う
ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン
は
、
燃
料

が
燃
え
尽
き
る
ま
で
、空
高
く
舞
い
上
が
り
、

そ
の
後
ゆ
っ
く
り
地
面
に
落
ち
ま
す
。
落
ち

た
ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン
は
、
後
日
回
収
を
し
ま

す
の
で
、
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
か
た
は
観

光
協
会
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

写
真
で
は
伝
え
き
れ
な
い
こ
の
感
動

３
月
１
日
は

　

雪
ま
つ
り
に
行
こ
う

上げたあとはしっかり片付けを行います
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３月１日は雪まつりに行こう

　

四
方
八
方
に
飛
ん
で
い
く
全
て
の
ス
カ
イ

ラ
ン
タ
ン
を
回
収
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
で

す
が
、
昨
年
か
ら
打
ち
上
げ
る
ス
カ
イ
ラ
ン

タ
ン
の
素
材
を
紙
、
ヒ
モ
、
竹
ひ
ご
な
ど
の

自
然
素
材
に
す
る
こ
と
で
、
環
境
に
対
す
る

配
慮
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
回
収
し
き
れ
な
か
っ
た
ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン

　

を
発
見
し
た
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い

と
て
も
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
夜
に
。

み
な
さ
ん
で
いっ
し
ょ
に
あ
げ
ま
せ
ん
か
？

津南町観光協会職員

林
はやし

 千
ち

夏
なつ

さん

今年の打ち上げは 1000 個を予定しています。

燃え残ったスカイランタンの回収の様子

昨年は、雪まつり当日が吹雪の天候だっ

たため、風に弱いスカイランタンを上

げるのか上げないのか二転三転し、会場にお

越しいただいたみなさんにご迷惑をおかけし

ました。

　反省点として当日の午後６時 30 分の段階

で、実行委員会の全体会を開き、打ち上げの

可否を決定します。

　雪まつり会場では、SNOW WAVE やライブ

も行われているので、スカイランタンだけで

なく津南雪まつりを楽しんでくださいね。

　今回で３回目のスカイランタンですが、国

内での歴史は浅く、まだ試行錯誤しながらの

運営です。今後も津南を代表するイベントに

するために、ぜひ多くのかたの参加を実行委

員一同お待ちしております。

　

■お問い合わせ

　津南雪まつり実行委員会

　℡ 765 － 5585
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女子アルペン　６年　優勝　粉川桃花さん

男子アルペン　５年　優勝　髙橋海玖亜さん

男子リレー　優勝　中津小 A　（３走中澤貴大さん）

女子リレー　優勝　津南小 A（３走山本理絵さん）

3.5㎞の部で男子も含めトップのタイムで優勝した月岡樹音さん（中津小６年）

男
子
ク
ラ
シ
カ
ル

４
年
以
下
２
㎞
①
滝
沢
育
矢（
芦
）②

根
津
明
人（
芦
）③
津
端
一
徹（
津
）④

井
ノ
川
純
平（
津
）⑤
石
澤
広
気（
芦
）

⑥
柳
澤
丞（
中
）⑦
藤
ノ
木
剛（
中
）⑧

齋
喜
幸
成（
外
）⑨
中
澤
仁
成（
中
）⑩

大
島
拓
斗（
津
）

５
年
3.5
㎞
①
江
村
海
里（
外
）②
滝
沢

大
進（
芦
）③
村
山
克
輝（
外
）④
高
橋

駿（
芦
）⑤
石
沢
宏
郎（
上
）⑥
髙
波
宙

八（
上
）

６
年
3.5
㎞
①
井
ノ
川
航
大（
津
）②
中

澤
貴
大（
中
）③
田
中
歩
夢（
外
）④
桑

原
貴
大（
中
）⑤
薗
部
太
郎（
津
）⑥
桑

原
唯
人（
中
）

３
×
２
㎞
リ
レ
ー

①
中
津
小
Ａ（
桑
原
唯
人
・
桑
原
貴

大
・
中
澤
貴
大
）②
津
南
小
Ａ（
薗
部

太
郎
・
井
ノ
川
航
大
・
服
部
充
希
）③

芦
ケ
崎
小
Ａ（
滝
沢
大
進
・
高
橋
駿
・

滝
沢
育
矢
）④
外
丸
小
Ａ（
田
中
歩

夢
・
江
村
海
里
・
村
山
克
輝
）⑤
津
南

小
Ｂ（
福
原
亨
太
・
樋
口
純
平
・
桑
原

優
希
）⑥
中
津
小
Ｂ（
藤
ノ
木
丈
・
富

澤
弘
・
山
田
玲
）

男
子
ア
ル
ペ
ン
（
大
回
転
）

４
年
以
下
①
半
戸
宝
良（
芦
）②
髙
橋

陸
玖
叶（
津
）③
中
沢
瑞
規（
上
）④
涌

井
翔
真（
芦
）⑤
金
子
大
望（
芦
）⑥
羽

田
圭
杜（
津
）⑦
涌
井
悠
吏（
上
）⑧
村

山
健（
津
）

５
年
①
髙
橋
海
玖
亜（
津
）②
小
島
豪

斗（
津
）③
石
橋
柊
人（
津
）④
藤
木
壱

成（
上
）⑤
市
村
拓
夢（
津
）⑥
桑
原
雅

（
津
）

６
年
①
小
島
駿（
津
）　
②
涌
井
輝
流

（
津
）③
涌
井
天
斗（
芦
）④
滝
澤
遥

（
芦
）⑤
涌
井
泰
成（
上
）⑥
涌
井
悠
成

（
芦
）

　2 月９日㈰に町小学校スキー大会が開催されました。入
賞者をお知らせします。

先輩に続け 未来のオリンピックスキーヤー

第45回津南町
小学校スキー大会結果

女
子
ク
ラ
シ
カ
ル

４
年
以
下
２
㎞
①
福
島
有
紗（
津
）②

藤
ノ
木
彩
加（
中
）③
関
沢
桃
加（
芦
）

④
山
岸
芽
生（
津
）⑤
小
野
塚
優
月

（
津
）⑥
板
場
ま
ど
か（
津
）⑦
藤
野
美

咲（
津
）⑧
涌
井
愛
寧（
上
）⑨
涌
井
あ

や
夏（
外
）⑩
涌
井
ほ
の
夏（
外
）

５
年
3.5
㎞
①
渡
邊
倫（
中
）②
瀧
澤
友

佳（
中
）③
風
巻
奈
沙（
外
）④
福
原
好

乃（
外
）⑤
小
島
弥
子（
津
）⑥
栁
澤
葵

（
津
）

６
年
3.5
㎞
①
月
岡
樹
音（
中
）②
磯
部

あ
ゆ（
津
）③
藤
ノ
木
愛
菜（
津
）④
山

本
理
絵（
津
）⑤
津
端
喜
子（
津
）⑥
山

本
彩（
津
）

３
×
２
㎞
リ
レ
ー

①
津
南
小
Ａ（
磯
部
あ
ゆ
・
藤
ノ
木
愛

菜
・
山
本
理
絵
）②
芦
ケ
崎
小
Ａ（
滝

澤
悠
里
・
木
内
妙
・
半
戸
菜
月
）③
中

津
小
Ａ（
月
岡
樹
音
・
渡
邊
倫
・
瀧
澤

友
佳
）④
津
南
小
Ｂ（
津
端
喜
子
・
山

本
彩
・
髙
波
舞
）⑤
外
丸
小（
風
巻
奈

沙
・
福
原
好
乃
・
福
原
未
来
）⑥
上
郷

小（
石
澤
奈
央
・
山
本
愛
梨
・
島
田
陽

菜
）

女
子
ア
ル
ペ
ン（
大
回
転
）

４
年
以
下
①
涌
井
泉
香（
津
）②
村
山

実
希（
上
）③
中
島
由
菜（
上
）④
桑
原

麻
凜（
外
）⑤
安
藤
来
那（
津
）

５
年
①
福
原
鈴
花（
外
）②
根
津
歩
奈

（
芦
）③
滝
沢
唯
香（
芦
）④
中
島
穂
香

（
上
）⑤
樋
口
真
南（
津
）⑥
福
原
莉
子

（
外
）

６
年
①
粉
川
桃
花（
上
）②
村
山
凛

（
津
）
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1位
（99点）

3位
（29点）

4位
（28点）

5位
（25点）

2位（64点）

町
５
大
ニ
ュ
ー
ス
が

決
定
し
ま
し
た
！

昨
年
末
に
募
集
し
た
町
５
大
ニ
ュ
ー
ス
に
た
く
さ
ん
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
中
か
ら
、
１
番
多
か
っ
た
も
の
に
５
点
、
２
番
目
に
４
点

と
点
数
を
つ
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
２
０
１
３
年
の
５
大
ニ
ュ
ー
ス
が
決
定
し

ま
し
た
。

　

２
０
１
３
年
の
１
位
は
、
２
位
以

下
を
大
き
く
引
き
離
し
、
歌
会
始
の

入
選
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
平
成
25
年

の
宮
中
・
歌
会
始
の
儀
に
、
２
万
通

の
応
募
の
中
か
ら
津
南
町
に
お
住
ま

い
の
宮
澤
房
良
さ
ん
、
高
橋
健
治
さ

ん
の
お
二
人
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
震
災
に
よ
る
復
旧
復
興
の
中
、

明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
位
は
中
津
川
運
動
公
園
の
竣

工
。
長
ら
く
工
事
の
残
土
置
き
場
に

な
っ
て
い
た
運
動
公
園
も
、
大
倉
ト

ン
ネ
ル
の
開
通
に
伴
い
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
。
新
た
に
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
、
ト

ラ
ッ
ク
レ
ー
ン
が
加
わ
り
ま
し
た
。

竣
工
式
の
８
月
４
日
に
は
千
葉
真
子

さ
ん
を
お
迎
え
し
、
こ
け
ら
お
と
し

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

３
位
は「
小
林
三
喜
男
氏
の
死
去
」

「
町
政
は
町
民
の
た
め
に
の
み
あ
る
」

を
政
治
信
条
と
し
て
、
５
期
20
年
に

わ
た
り
町
政
を
担
っ
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
熱
い
思
い
を
抱
き
一
時
代
を
築

い
た
か
た
が
、
残
念
な
が
ら
ま
た
一

人
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。
合
掌
。

　

４
位
は
「
津
南
の
天
然
水
」
コ
ン

ビ
ニ
大
手
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
が

出
資
す
る
水
工
場
を
建
設
す
る
こ
と

で
集
落
と
合
意
。
今
年
の
春
か
ら
稼

働
す
る
予
定
で
す
。

　

接
戦
を
制
し
、
５
位
に
入
っ
た

の
は
津
南
病
院
の
50
周
年
。
５
大

ニ
ュ
ー
ス
を
募
集
し
た
号
で
特
集
を

組
ん
だ
こ
と
が
功
を
奏
し
た
の
か
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
半
世
紀
に
わ
た

り
、
住
民
の
か
た
の
健
康
を
守
る
病

院
と
し
て
５
位
入
賞
で
す
。

歌会始め

小林三喜男氏の死去

津南の天然水
※工場完成予定図

津南病院の
50周年

中津川運動公園
こけらおとし

　

ち
な
み
に
、６
位
は
僅
差
で「
芦
ヶ

崎
小
学
校
１
４
０
周
年
」
が
ラ
ン
ク

イ
ン
。
惜
し
か
っ
た
で
す
！

　

さ
て
項
目
当
て
ク
イ
ズ
の
正
解
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
１
位
か
ら
５
位

ま
で
全
て
の
順
位
を
正
解
し
た
か
た

は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
項
目
違
い
で

正
解
さ
れ
た
皆
様
に
、
豪
華
な
粗
品

（
笑
）
を
お
送
り
し
ま
す
。
お
楽
し

み
に
!!

平 成 2 5 年
2 0 1 3



広報 14平成26年2月号

か
わ
ら
ば
ん

か
わ
ら
ば
ん

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
！

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
！

暮らしの
情報満載

「
平
成
27
年
３
月
新
規
大
学
等
卒
業
予

定
者
」の
求
人
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

大
好
評
！ 

め
ざ
せ
！
苗
場
山
麓

ジ
オ
パ
ー
ク
・
ガ
イ
ド
養
成
講
座

鮭
稚
魚
の
町
民
環
境
放
流

第
６
回 

つ
ま
り
市
民
里
山
学
会

　

来
春「
大
学
院
・
大
学
・
短
大
・
専
修
・
高
専
・
能

開
」を
卒
業
す
る
学
生
の
求
人
は
３
月
３
日
㈪

よ
り
受
付
開
始
と
な
り
ま
す
。優
秀
な
人
材
の

確
保
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。早
期
の
求
人
申
込
み

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町　

学
卒
係

　

℡
０
２
５
‐
７
５
７
‐
２
４
０
７

※
回
を
重
ね
る
ご
と
に
参
加
者
が
増
え
会
場
が

変
更
に
な
り
ま
し
た
。60
万
年
前
か
ら
つ
な
が

る
津
南
の
歴
史
。佐
藤
学
芸
員
に
よ
る
お
も
し

ろ
い
お
話
が
聞
け
ま
す
よ
！

　

め
ざ
せ
！
苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
準
備

室
で
は
、日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
を
目
指
し

て
、４
月
の
申
請
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。ジ
オ
パ
ー
ク
は
、こ
の
地
域
の「
宝
も
の
」で

あ
る
、貴
重
な
地
形
や
地
質
、動
植
物
、歴
史
文

化
を
保
全
し
な
が
ら
、教
育
・
防
災
活
動
や
観
光

に
活
か
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

観
光
客
に
こ
の「
宝
も
の
」の
す
ば
ら
し
さ
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、こ
の
地
域
に
暮
ら

し
気
候
風
土
や
四
季
折
々
の
美
し
さ
を
知
っ
て

い
る
住
民
の
皆
さ
ん
が
ガ
イ
ド
を
す
る
の
が
一

番
で
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
な
ら
大
歓
迎
で
す
。一
緒
に

苗
場
山
麓
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

■
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
・
講
座
内
容

　

い
ず
れ
も
時
間
は
18
時
30
分
～
20
時
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

３
月
５
日
㈬

　
「
自
然
環
境
と
人
間
に
つ
い
て
」

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
新
潟
水
辺
の
会
と
津
南
町
と
の

協
働
で
２
万
尾
の
稚
魚
放
流
を
行
い
ま
す
。３
～

４
年
後
大
き
く
成
長
し
た
鮭
が
戻
っ
て
き
ま
す
。

　

多
く
の
町
民
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時（
※
雨
天
決
行
）

　

３
月
16
日
㈰　

午
後
２
時
40
分
～
３
時
20
分

■
放
流
場
所　

津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合
脇
の

　
　
　
　
　
　

信
濃
川
、中
津
川
合
流
付
近

■
集
合
場
所

　

津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合
施
設
内

　

午
後
２
時
30
分
集
合

■
そ
の
他

　

参
加
費
は
無
料
で
、申
込
は
必
要
あ
り
ま
せ

　
「
森
の
学
校
」キ
ョ
ロ
ロ
で
は「
第
６
回
つ
ま
り

市
民
里
山
学
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。豊
か

な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
十
日
町
市
と
津
南
町

か
ら
な
る
妻
有
地
域
。こ
の
地
域
で
活
動
を
展

開
し
て
い
る
市
民
団
体
や
個
人
が
、地
域
の
自

然
や
文
化
に
か
か
わ
る
調
査
研
究
活
動
の
報
告

や
成
果
発
表
を
行
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
知
ら
な

か
っ
た
地
域
の
新
た
な
魅
力
を
見
つ
け
に
来
ま

せ
ん
か
？
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

３
月
８
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

■
会
場　

十
日
町
市
情
報
館 

視
聴
覚
ホ
ー
ル

■
参
加
費　

無
料

■
お
問
い
合
わ
せ

　
「
森
の
学
校
」キ
ョ
ロ
ロ

　

℡
０
２
５
‐
５
９
５
‐
８
３
１
１

　

町
文
化
セ
ン
タ
ー　

ホ
ー
ル　

３
月
19
日
㈬

　
「
段
丘
に
展
開
し
た
雪
国
縄
文
文
化
に
つ
い
て
」

　

町
文
化
セ
ン
タ
ー　

ホ
ー
ル

※
４
月
以
降　

ジ
オ
サ
イ
ト
現
地
観
察
・
実
地

研
修
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

農
と
縄
文
の
実
習
館　

な
じ
ょ
も
ん

　

℡
７
６
５
‐
５
５
１
１

新たな農業農村への
広報展を開催します

   平成 23 年の地震、豪雨による大災害から
の復興に向けて、そして、いのちと暮らしを
支える農業農村の振興をめざして、私たちは
一丸となって取り組みを続けています。
  ～妻有の大地の復興へ、
　そして新たな農業農村の時代づくりへ～
  そのメッセージをどうかお受け取りくだ
さい。

【日時】　３月４日㈫～３月９日㈰
　　　　午前９時 30 分～午後７時            

【会場】 　十日町情報館 ギャラリー 
主催：十日町地域振興局  農業振興部
共催：津南町地域振興課　ほか

【お問い合わせ】
　十日町地域振興局
　農業振興部
　℡ 025-757-5520

ん
。当
日
は
濡
れ
て
も
良
い
服
装
で
バ
ケ
ツ
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。（
小
学
生
以
下
保
護
者
同
伴
）

■
お
問
い
合
わ
せ

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

新
潟
水
辺
の
会

　

℡
０
２
５
‐
２
３
０
‐
３
９
０
１

・
津
南
町
教
育
委
員
会

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
８
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赤
ち
ゃ
ん
の
世
話

総
看
護
師
長
　
　
樋
口
弘
子

フ
ロ
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
は
御
存
知

で
す
か
。

こ
の
方
は
イ
ギ
リ
ス
で
１
８
２
０
年
に
生
ま

れ
１
５
０
年
前
に
活
躍
さ
れ
た
方
で
、
私
た
ち

看
護
師
の
尊
敬
さ
れ
る
一
人
で
も
あ
り
ま
す
。

看
護
の
基
礎
を
き
ず
か
れ
た
女
性
で
す
。

著
書
の
中
で
赤
ち
ゃ
ん
の
世
話
に
つ
い
て
書

か
れ
て
い
ま
し
た
。

・
新
鮮
な
空
気

・
適
当
な
暖
か
さ

・
小
さ
な
か
ら
だ
、
衣
服
、
ベ
ッ
ト
、
部
屋
、

家
を
清
潔
に
し
て
お
く

・
適
当
な
食
べ
物
を
規
則
正
し
い
時
間
に
与
え
る

・
小
さ
な
か
ら
だ
と
、
細
い
神
経
と
を
び
っ
く

り
さ
せ
た
り
、
む
や
み
に
ゆ
さ
ぶ
っ
た
り
し

な
い

・
光
を
入
れ
る
こ
と
と
機
嫌
よ
く
さ
せ
て
お
く

・
ベ
ッ
ト
に
い
る
と
き
も
、
起
き
て
い
る
と
き

も
適
当
に
着
せ
て
お
く

あ
た
り
ま
え
の
こ
と
で
す
が
、
日
々
の
生
活

を
見
直
し
一
つ
で
も
実
践
し
た
ら
、
も
っ
と
楽

し
く
育
児
が
で
き
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
つ
づ
き
ま
す
が
、
春
の

来
る
の
が
待
ち
ど
お
し
い
こ
の
頃
で
す
。

　「
控
除
証
明
書
」「
源
泉
徴
収
票
」が
年

金
機
構
か
ら
み
な
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
発

送
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
確
定
申
告
の

際
に
必
要
な
書
類
で
す
。も
し
、紛
失
等

で
お
手
元
に
見
当
た
ら
な
い
場
合
は
、年

金
事
務
所
ま
た
は
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
ま
で

ご
連
絡
い
た
だ
き
、再
発
行
の
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。電
話
の
場
合
ご
連
絡

後
、お
お
む
ね
１
週
間
程
度
で
届
き
ま
す
。

　

年
金
事
務
所
に
お
出
か
け
の
際
は
本

人
確
認
で
き
る
免
許
証
な
ど
と
、
基
礎

年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を
ご
用
意
く

だ
さ
い
。
な
お
、
自
分
以
外
の
人
の
再

発
行
で
年
金
事
務
所
へ
行
く
時
は
委
任

状
が
必
要
で
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

℡
０
５
７
０
（
０
７
０
）
１
１
７

※
０
５
０
ま
た
は
０
７
０
か
ら
始
ま
る

電
話
で
お
か
け
に
な
る
場
合

　

℡
０
３
（
６
７
０
０
）
１
１
３
０

学
校
を
卒
業
す
る
方
…

　

学
生
納
付
特
例
を
受
け
て
い
た
方
が

学
校
を
卒
業
す
る
と
納
付
特
例
は
終
了

し
ま
す
。
就
職
を
し
て
厚
生
年
金
に
加

入
さ
れ
た
方
は
資
格
が
１
号
（
国
民
年

金
を
自
分
で
納
め
て
い
る
方
）
か
ら
２
号

（
厚
生
年
金
等
に
加
入
し
て
い
る
方
）
へ

変
更
に
な
り
ま
す
。
役
場
へ
手
続
に
来
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
時
に
２
号
の
資
格
を

取
得
し
た
証
明
書
（
会
社
か
ら
出
る
資

格
取
得
連
絡
票
ま
た
は
、
就
職
先
の
保

険
証
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

引
き
続
き
１
号
の
ま
ま
の
方
は
、
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済

的
に
難
し
い
と
き
は
免
除
申
請
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

ま
た
、将
来
受
け
取
る
年
金
額
を
増

額
さ
せ
る
た
め
に
、10
年
以
内
で
あ
れ

ば
学
生
納
付
特
例
や
免
除
を
受
け
て
い

た
時
の
保
険
料
を
遡
っ
て
納
め
る
こ
と

（
追
納
）が
で
き
ま
す
。追
納
に
は
申
し

込
み
が
必
要
で
す
の
で
、ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
税
務
町
民
課

　

℡
０
２
５
（
７
６
５
）
３
１
１
３

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
（
７
１
６
）
０
８
０
０

＜実施された行事＞
〔１月〕
	 23日	 津南町教育委員会・社会教育委員・

総文福祉常任委員会との懇談会
	 24日	 町PTA連合会祝賀会
	 27日	 農業委員会・JA津南・産業

建設常任委員会との懇談会
〔２月〕
	 5日	 全員協議会
	 5日	 総文福祉常任委員会
	 7日	 議員定数特別委員会
	 13日	 津南病院との懇談会
	 	 (総文福祉常任委員会)

	 19日	 議員定数特別委員会
	 20日	 新潟県議長会第65回定期総会

＜今後予定されている行事＞
〔２月〕
	 24日	 一般質問締切
	 25日	 議会運営委員会
	 28日	 津南地域衛生施設組合議会
	 28日	 十日町広域事務組合議会
	28日～ 1日	 驪州市一行来訪
〔３月〕
	 1日	 津南雪まつり
4日～ 25日	 第1回定例会
	 12日	 総括質疑締切
	 13日	 全員協議会

　毎月10日までに100日運動カードを提出いただ
いたかたを、このコーナーでご紹介します。（敬称略）

 3700日 板場キヨ（辰ノ口）
 3200日 涌井元實（宮野原）
 1700日 本山静子（陣場下）
 500日 志賀春信（船山）
 400日 久保田ナツ（小下里）
 200日 松縄シズ（赤沢）
 100日 越村トミ子（小下里）

主な運動：ウォーキング・グラウンドゴルフ・水
中運動・健骨体操・ラジオ体操など 

健康体力づくり100日運動

確
定
申
告
前
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
…
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

こんにちは　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
人
口
は
、
現
在
、
全

国
で
３
，
１
０
０
万
人
を
超
え
、
人
口
の
約
４

人
に
１
人
は
高
齢
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
世
帯
も
増
え
て
お
り
、
全
国

的
に
も
平
成
21
年
時
点
で
約
11
世
帯
に
１
世
帯

が
高
齢
者
の
ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯
で
す
。
当
町

で
も
、
全
世
帯
の
う
ち
約
28
％
が
高
齢
者
世
帯

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
は
、
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
し
続
け

る
た
め
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
で
高
齢
者
を
見
守

り
、
何
か
気
が
か
り
な
こ
と
を
感
じ
た
ら
、
相

　

適
度
な
距
離
を
保
っ
た
「
さ
り
げ
な
い
見
守

り
」
が
安
心
感
を
与
え
ま
す
。

　
「
あ
れ
？
」「
お
か
し
い
な
？
」
と
い
う
小
さ

な
気
づ
き
が
大
切
で
す
。

　

町
で
は
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
、
高
齢
者
の

み
世
帯
の
か
た
な
ど
を
対
象
と
し
た
見
守
り
に

関
係
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
い
て
は
福
祉
保

健
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
緊
急
通
報
装
置
貸
与（
安
心
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
）

　

緊
急
通
報
装
置
を
貸
与
し
、
24
時
間
見
守
り

ま
す
。

・
配
食
サ
ー
ビ
ス

　

毎
週
月
・
木
曜
日
の
夕
食
を
お
届
け
し
、
安

否
を
確
認
し
ま
す
。

・
郵
便
物
や
新
聞
が
郵
便
受
け
に
た
ま
っ
て
い
る

・
暗
く
な
っ
て
も
電
気
が
つ
か
な
い
。
ま
た
は

つ
け
っ
ぱ
な
し
で
あ
る
。

・
外
出
が
急
に
少
な
く
な
っ
た
。

　
（
見
か
け
な
く
な
っ
た
）

・
服
装
が
不
自
然
な
ま
ま
外
出
し
て
い
る
。

・
最
近
、顔
色
も
悪
く
、や
せ
て
き
た
気
が
す
る
。

・
何
回
も
同
じ
こ
と
を
尋
ね
た
り
、
言
っ
た
り

す
る
。

・
見
慣
れ
な
い
人
が
家
に
出
入
り
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

・
日
付
け
や
場
所
の
見
当
が
わ
か
ら
な
く
な
り
、

道
に
迷
う
こ
と
が
あ
る
。

・
家
の
中
か
ら
高
齢
者
、家
族
の
怒
鳴
り
声
、悲

鳴
、物
を
投
げ
る
音
が
頻
繁
に
あ
る
。な
ど

「
み
ん
な
で
支
え
る
高
齢
者
の
暮
ら
し
」

　

２
月
は
新
潟
県
高
齢
者

　
　
　

見
守
り
強
化
月
間
で
す
。

～
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

　
　
　

高
齢
者
を
み
ん
な
で
支
え
ま
し
ょ
う
～

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

　

早
め
に
気
づ
き
ま
し
ょ
う

気
軽
な
気
持
ち
で

　

始
め
て
み
ま
し
ょ
う

こ
ん
な
サ
イ
ン
、

　

み
す
ご
し
て
は
い
ま
せ
ん
か

町
が
実
施
し
て
い
る

　

見
守
り
関
係
サ
ー
ビ
ス

「
な
に
か
お
か
し
い
な
？
」と

　

思
っ
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い

談
機
関
に
連
絡
し
て
高
齢
者
を
支
え
て
い
く

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
言
っ
て
も
、
皆
さ
ん
に
特

別
な
こ
と
を
し
て
も
ら
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
日
常
生
活
や
仕
事
の
中
な
ど
普
段
の
生
活

の
中
で
、
無
理
な
く
で
き
る
範
囲
で
の
気
軽
な

声
か
け
な
ど
で
十
分
で
す
。
そ
の
ち
ょ
っ
と
し

た
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
の
異
変
や
不
調
が
わ
か

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
孤
立
家
庭
保
安
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

　

民
生
委
員
の
か
た
が
、
冬
期
間
に
高
齢
者
世

帯
な
ど
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、
安
否
確
認
を
行
い

ま
す
。

　

高
齢
者
に
気
が
か
り
な
こ
と
を
感
じ
た
ら
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
高
齢
者
の
様
子
な
ど
を
確

認
し
、
必
要
で
あ
れ
ば
支
援
や
サ
ー
ビ
ス
を
必

要
な
機
関
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
行
っ
て
高
齢

者
を
支
え
ま
す
。

・
連
絡
先
：
津
南
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

℡
７
６
５
‐
５
４
５
５

　
　
　
　
　

役
場
福
祉
保
健
課

　
　
　
　
　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

『認知症見守りキャラクターにんこっこ』



17 広報 平成26年2月号

今
さ
ら
で
す
が

　
　

手
洗
い
・
う
が
い

　
　
　
　

し
て
い
ま
す
か

　

今
年
の
冬
は
、
例
年
に
比
べ
て
寒
さ
が
厳
し

い
よ
う
で
し
た
が
、
み
な
さ
ん
体
調
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
毎
年
、
冬
に
な
る
と
、「
感
染
性
胃

腸
炎
」
や
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
が
流
行
し
ま

す
。
今
年
は
津
南
町
で
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

よ
り
学
級
閉
鎖
に
な
っ
た
学
校
も
あ
り
ま
し
た
。

年
に
よ
っ
て
は
、
４
月
ま
で
注
意
が
必
要
な
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

お
店
に
行
く
と
、い
わ
ゆ
る
「
抗
菌
・
除
菌
グ
ッ

ズ
」
が
店
頭
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
マ
ス
ク
、
消

毒
薬
、
手
洗
い
用
洗
剤
な
ど
、
種
類
が
い
ろ
い

ろ
と
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
も
の
を
そ

ろ
え
て
対
策
す
る
の
も
よ
い
の
で
す
が
、
や
は
り

基
本
は
「
手
洗
い
」
と
「
う
が
い
」
で
す
。
み

な
さ
ん
は
、
外
出
先
か
ら
帰
っ
た
時
、
食
事
の

前
な
ど
に
う
が
い
や
手
洗
い
を
し
て
い
ま
す
か
。

　
「
手
洗
い
」「
う
が
い
」は
、普
通
の
か
ぜ
や
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
感
染
症
を
予

防
す
る
た
め
に
効
果
的
で
す
。ど
ん
な
に
気
を
つ

け
て
い
て
も
、私
た
ち
は
毎
日
い
ろ
い
ろ
な
も
の

に
触
れ
て
、想
像
以
上
に
た
く
さ
ん
の
病
原
体
が

体
に
つ
き
ま
す
。手
洗
い
や
う
が
い
を
し
て
体
の

中
に
病
原
体
を
入
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

手
洗
い
の
方
法
は

・
流
水
で
手
を
洗
う

・
石
け
ん
を
つ
け
て
手
の
ひ
ら
を
あ
わ
せ
て
泡

立
て
る

・
手
の
甲
や
指
の
間
も
洗
う

・
指
先
を
反
対
の
手
の
ひ
ら
に
こ
す
り
つ
け
爪

の
間
も
洗
う

・
親
指
は
反
対
の
手
の
ひ
ら
で
ね
じ
る
よ
う
に

し
、
付
け
根
ま
で
洗
う

・
手
首
も
忘
れ
ず
に

・
流
水
で
石
け
ん
を
十
分
洗
い
流
す

う
が
い
は

・
口
の
中
の
食
べ
物
な
ど
の
汚
れ
を
取
る
目
的

で
、
ぶ
く
ぶ
く
う
が
い
を
す
る

・
上
を
向
い
て
喉
の
奥
ま
で
届
く
よ
う
に
15
秒

程
度
ガ
ラ
ガ
ラ
う
が
い
を
す
る

・
ガ
ラ
ガ
ラ
う
が
い
を
繰
り
返
す

　

こ
の
よ
う
な
正
し
い
「
手
洗
い
」「
う
が
い
」

と
十
分
な
睡
眠
や
規
則
正
し
い
生
活
で
免
疫
機

能
を
高
め
感
染
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　

保
育
園
に
行
く
と
、
子
ど
も
た
ち
が
洗
面
台

の
前
で
、
石
け
ん
を
泡
立
て
し
っ
か
り
手
洗
い

を
し
、
そ
し
て
自
宅
か
ら
持
っ
て
き
た
水
筒
で

う
が
い
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
子
ど
も
た
ち
の

よ
う
に
、
今
日
か
ら
家
族
ぐ
る
み
で
手
洗
い
と

う
が
い
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

脳
内
出
血
か
ら
の
回
復

大
割
野
　
鈴
木
　
俊
男
さ
ん

私
が
脳
内
出
血
で
倒
れ
て

６
年
が
す
ぎ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。そ
の
日
は
２
月
３
日

の
節
分
で
寒
い
日
で
し
た
。家

族
で
夕
食
を
と
ろ
う
と
し
て
い

た
時
、頭
痛
と
吐
気
で
具
合
が

悪
く
な
っ
た
の
で
す
。風
邪
か
な

と
思
っ
て
い
た
ら
、泊
ま
り
に
来

て
い
た
娘
に「
そ
の
症
状
お
か
し

い
、笑
わ
れ
て
も
い
い
か
ら
救
急

車
呼
ん
だ
方
が
い
い
」と
言
わ
れ

「
そ
れ
じ
ゃ
と
り
あ
え
ず
」と
い
う
気
持
ち
で

救
急
車
を
呼
び
ま
し
た
。そ
こ
ま
で
の
記
憶
し

か
な
く
。や
は
り
脳
内
出
血
で
し
た
。今
思
う

と
、あ
の
日
娘
が
来
て
い
な
か
っ
た
ら
、風
邪
だ

と
思
っ
て
寝
て
い
た
ら
今
の
私
は
ど
う
な
っ
て

い
た
だ
ろ
う
か
、と
つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
３
ヶ
月
の
入
院
で
し
た
が
、
今

覚
え
て
い
る
の
は
食
欲
が
な
か
っ
た
事
く
ら
い

で
全
く
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。
今
で
も
入
院
中

の
話
は
時
々
聞
か
さ
れ
ま
す
が
本
当
に
心
配

や
ら
苦
労
を
か
け
ま
し
た
。
病
院
で
の
リ
ハ

ビ
リ
後
、
退
院
後
は
規
則
正
し
い
生
活
が
一

番
の
リ
ハ
ビ
リ
に
な
る
と
言
わ
れ
、
そ
れ
か
ら

厳
し
い
日
々
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ベ
ッ
ド
で
の
生
活
は
一
週
間
だ
け
、
朝
は

決
ま
っ
た
時
間
に
起
き
る
、
日
中
の
パ
ジ
ャ

マ
姿
は
駄
目
、
本
当
に
当
時
の
私
に
と
っ
て

は
厳
し
く
辛
か
っ
た
で
す
。
幸
い
私
は
こ
れ

と
言
っ
た
マ
ヒ
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
う

つ
状
態
に
な
り
外
に
出
る
の
も
人
に
会
う
の

も
い
や
で
家
に
引
き
こ
も
る
よ
う
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
妻
は
食
事
や
ド
ラ
イ
ブ
な

ど
無
理
や
り
連
れ
出
し
た
よ
う
で
す
。
そ
ん

な
事
か
ら
子
犬
を
飼
う
事
に
な
り
、「
ラ
ッ

シ
ー
」
に
出
会
っ
た
の
で
す
。

　

毎
日
の
散
歩
が
私
の
仕
事
に
な
り
ま
し
た
。

朝
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
徐
々
に
会
話
が
出
来

る
よ
う
に
な
り
、人
に
会
う
の
も
だ
ん
だ
ん

楽
し
み
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。ラ
ッ
シ
ー
と

二
人
で「
も
う
少
し
先
ま
で
歩
こ
う
」と
話
し

な
が
ら
少
し
ず
つ
長
い
時
間
歩
く
よ
う
に
な

り
、遠
く
ま
で
行
き
す
ぎ
途
中
迎
え
を
頼
む

事
も
あ
り
ま
し
た
。そ
れ
で
も
毎
日
散
歩
を

続
け
ま
し
た
。

　

今
は
す
っ
か
り
回
復
し
元
気
に
な
り
、仕

事
も
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。自
分
も

努
力
し
ま
し
た
が
、家
族
の
協
力
も
沢
山
い

た
だ
き
ま
し
た
。

鈴木さんと愛犬ラッシー

健康づくり健康づくり ア・ラ・カルトア・ラ・カルト

今月は

 は〜い
保健師

で〜す

上倉由美子
保健師
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本とわたし
−恩田  卓茂さんから

著者／ニール・ドナルド・ウォルシュ　出版／サンマーク出版

私
が
紹
介
す
る
本
は
ニ
ー
ル
・
ド
ナ
ル

ド
・
ウ
ォ
ル
シ
ュ
の
「
神
と
の
対
話
」
で

す
。
20
歳
の
頃
に
友
人
の
勧
め
で
こ
の
本

の
存
在
を
知
り
ま
し
た
が
、
読
む
前
は
そ

の
タ
イ
ト
ル
か
ら
敬
遠
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
友
人
の
強
い
勧
め
で
読
ん
で
み
る

と
、
と
て
も
興
味
深
い
内
容
で
忘
れ
ら
れ

な
い
一
冊
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
本
は
著
者
の
身
に
起
こ
っ
た
不
思

議
な
出
来
事
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
波
乱
万

丈
の
人
生
を
歩
ん
で
き
た
著
者
は
あ
る
日

人
生
に
絶
望
し
、
ノ
ー
ト
へ
そ
の
怒
り
や

神
に
対
す
る
問
い
を
を 

書
き
な
ぐ
り
ま
し

た
。
す
る
と
自
分
の
手
が
自
分
の
意
思
と

は
無
関
係
に
文
字
を
綴
り
始
め
ま
す
。
神

が
著
者
の
手
を
介
し
て
そ
の
問
い
に
答
え

る
形
で
神
と
の
対
話
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。

そ
ん
な
こ
と
あ
る
わ
け
な
い
だ
ろ
う
、

と
そ
の
出
来
事
自
体
を
を
信
じ
る
信
じ
な

い
は
別
と
し
て
こ
の
対
話
で
は
全
て
の
疑

問
に
対
し
て
一
つ
の
答
え
を
出
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。
著
者
の
疑
問 

は
誰
し
も

神との対話
紹介する本

座
ざ は

覇　洋
よういち

一さん（美雪町）

弥生 ―Ma r c h―

菊原智明／著　角川フォレスタ

「「疲れない心」の作り方―イヤな仕事、ツラ
イ営業ですり減らないための４４の方法―」

あなたが疲れているのは「体」ですか？それとも「心」
ですか？

　

冬
に
な
る
と
、
ど
ん
よ
り
と
し
た
空
が

多
く
な
り
精
神
的
に
疲
れ
や
す
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
月
の
１
冊
で
は
疲
れ
な
い

心
を
作
る
た
め
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。
著

者
が
営
業
マ
ン
だ
っ
た
た
め
営
業
マ
ン
向

け
の
内
容
で
す
が
、
そ
う
で
な
い
か
た
で

も
前
向
き
に
な
る
言
葉
が
た
く
さ
ん
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、「
１
日
の
初

め
に
『
今
日
は
い
い
予
感
が
す
る
ぞ
』
と

言
っ
て
み
よ
う
！
」
等
、
心
に
栄
養
を
与

え
て
も
ら
え
る
１
冊
で
す
。

　

さ
て
、
津
南
町
図
書
室
で
は
昨
夏
、「
こ

こ
ろ
が
疲
れ
た
と
き
に
読
む
本
」
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
が
、
好
評
だ
っ
た

た
め
新
た
に
本
を
追
加
し
て
３
月
末
ま
で

同
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
今
月

の
１
冊
も
そ
の
中
の
一
つ
で
す
が
、
さ
ら

に
２
冊
紹
介
し
ま
す
。

『
Ｙ
Ａ
！
あ
な
た
は
あ
な
た
の
ま
ま
で
い
い

　
　
　
　
　
心
が
楽
に
な
る
45
の
言
葉
』

宇
佐
美
百
合
子
／
著
　
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

　
「
あ
な
た
は
あ
な
た
の
ま
ま
で
い
い
」

け
れ
ど
、
好
き
ほ
う
だ
い
で
い
い
と
い
う

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
く
ま
し
い
心

も
、
温
か
い
心
も
、
清
ら
か
な
心
も
、
深

い
愛
も
、
み
ん
な
あ
な
た
の
中
に
眠
っ
て

い
る
の
で
す
。

　

10
代
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
が
、

年
齢
に
関
係
な
く
、
読
む
と
心
が
楽
に
な

る
内
容
で
す
。

『
あ
り
が
と
う
。
ま
た
逢
え
る
よ
ね
。

　
　
　
　
　
ペ
ッ
ト
ロ
ス
心
の
相
談
室
』

横
田
晴
正
／
著
　
双
葉
社

　

新
潟
県
長
岡
市
在
住
の
横
田
さ
ん
は
全

国
で
も
珍
し
い
動
物
の
お
坊
さ
ん
で
す
。

ペ
ッ
ト
の
供
養
を
し
て
も
ら
い
た
い
飼
い

主
が
、
日
本
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
ア
メ
リ

カ
等
世
界
か
ら
も
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

ペ
ッ
ト
を
失
っ
た
悲
し
み
か
ら
心
の
病

に
陥
る
人
が
珍
し
く
な
い
時
代
と
な
り
ま

し
た
。
ど
ん
な
「
死
」
に
も
必
ず
後
悔
が

残
り
ま
す
。
少
し
で
も
心
を
楽
に
す
る
た

め
に
、
ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
間
、
町
公
民
館
図
書
室
は
、
書
庫
、

書
架
の
整
理
を
行
う
た
め
臨
時
休
館
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
掛
け

い
た
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
本
を
無
料
で
提
供

す
る
古
本
市
を
、
今
年
も
下
記
の
日
程
で

開
催
し
ま
す
。
本
が
な
く
な
り
次
第
終
了

と
な
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
お
早
め
に
お

い
で
く
だ
さ
い
ね
。

■
日
時　

３
月
13
日
㈭
～
３
月
18
日
㈫

　

平
日　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

　

土
日　

午
前
８
時
半
～
午
後
５
時

■
場
所　

町
文
化
セ
ン
タ
ー
１
階
ホ
ワ
イ
エ

■
休
館
日　

２
月
24
日
㈪
・
３
月
31
日
㈪

図
書
室
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

古
本
市

３
月
３
日
㈪
～
３
月
９
日
㈰

Pen Relay

広報ライブラリー
今月の１冊

2月 −如
き さ ら ぎ

月−
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つ
な
ん
の
文
芸

一
度
は
考
え
た
こ
と
の
あ
る
よ
う
な
も
の

が
多
く
、
人
生
と
は
何
か
、
人
は
何
の
た

め
に
生
き
る
の
か
、
あ
の
世
は
あ
る
の
か
、

前
世
や
来
世
は
あ
る
の
か
、
宇
宙
人
は
存

在
す
る
の
か
、
地
球
に
も
来
て
い
る
の
か
、

な
ど
な
ど
も
し
自
分
が
神
様
と
対
話
で
き

る
な
ら
聞
い
て
み
た
い
と
思
う
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

例
え
ば
人
は
何
の
た
め
に
生
き
る
の

か
？
と
の
問
い
に
神
は
魂
の
成
長
の
た
め

だ
と
答
え
ま
す
。
人
生
は
魂
が
知
識
と
し

て
知
っ
て
い
る
こ
と
を
体
験
し
本
当
の
意

味
で
知
る
た
め
の
場
だ
と
い
い
ま
す
。
一

見
難
し
そ
う
に
も
見
え
ま
す
が
、
日
本
の

こ
と
わ
ざ
の
「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」

に
似
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

私
は
信
心
深
い
方
で
は
な
い
の
で
こ
れ

ら
全
て
が
真
実
だ
と
は
思
っ
て
い
な
い
の

で
す
が
、
一
つ
の
答
え
の
あ
り
方
と
し
て

と
て
も
面
白
い
と
感
じ
ま
し
た
。

何
か
に
悩
み
自
分
が
ど
う
す
る
べ
き
か

迷
っ
た
時
に
読
ん
で
み
る
と
い
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
そ
う
で
な
い
人
に

も
新
た
な
発
見
が
あ
っ
た
り
、
自
分
自
身

を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
な

本
だ
と
思
い
ま
す
。

タ
イ
ト
ル
が
万
人
向
け
と
は
言
え
ま
せ

ん
が
、ま
さ
に
「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」、

ぜ
ひ
一
度
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
思
っ

て
い
る
よ
り
読
み
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

次
は
滝
沢
元げ
ん
い
ち
ろ
う

一
郎
さ
ん
を

　
　
　
　
　
　
　

ご
紹
介
し
ま
す
。

短 歌

俳 句

砂
丘

故ふ
る
さ
と郷
に
戻も

ど

り
し
君き

み

は
わ
が
妻つ

ま

と

　
　
な
り
て
二ふ

た

り人
の
日ひ

び日
の
明あ

か

る
し	

山
本
　
光
一

真ま

っ
直す

ぐ
に
上あ

が
り
し
花は

な

火び

復ふ
っ
こ
う興
の

　
　
百

ひ
ゃ
く

十
じ
ゅ
う

六ろ
く

の
思お

も

い
を
乘の

せ
て	

津
端
　
恵
子

高た
か
だ
い台
の
街ま

ち

よ
り
望の

ぞ

む
魚う

お
ぬ
ま沼
の

　
　
山や

ま

は
朝あ

さ

日ひ

に
稜

り
ょ
う

線せ
ん

現
あ
ら
わ

す	

貝
澤
　
圭
子

雪ゆ
き

や
み
て
陽ひ

の
射さ

し
来き

た
る
ひ
と
と
き
を

　
　
雀

す
ず
め

の
声こ

え

の
賑に

ぎ

わ
い
響ひ

び

く	

関
谷
　
郁
子

今こ

よ

い夜
温ぬ

く

く
寝ね

る
場ば

所し
ょ

あ
り
や
大お

お
あ
め雨
に

　
　
濡ぬ

れ
つ
つ
栗り

す鼠
の
道ど

う

路ろ

横よ
こ

切ぎ

る	

恩
田
　
久
美
子

掌
て
の
ひ
ら

に
伝つ

た

わ
り
て
く
る
胎た

い
ど
う動
に

　
　
小ち

い

さ
な
強つ

よ

き
力

ち
か
ら

感か
ん

じ
る	
丸
山
　
直
子

解か
い
た
い体
後ご

の
空あ

き

地ち

の
向む

こ

う

か
ふ
に
現あ

ら

わ
れ
し

　
　
孟も

う
そ
う
だ
け

宗
竹
の
蒼あ

お

き
叢む

ら

が
り
（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
跡
）	

小
野
寺
　
恒
代

酢す

に
漬つ

け
し
芋い

も
が
ら
べ
に

茎
紅
の
あ
ざ
や
か
に

　
　
よ
き
歯は

触ざ
わ

り
も
と
も
に
楽た

の

し
む	

樋
口
　
康
子

新
あ
た
ら

し
き
吾あ

の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
予よ

定て
い

せ
る

　
　
健け

ん
こ
う
か
ん

康
管
理り

の
日に

っ
て
い程
記し

る

す	

内
山
　
キ
ク

鳥と
り

の
声こ

え
む
し虫
の
音ね

に
心

こ
こ
ろ

癒い
や

さ
れ
て

　
　
独ひ

と

り
暮ぐ

ら
し
も
や
や
慣な

れ
き
た
り	

麻
績
　
初
恵

身し
ん
ぺ
ん
せ
い

辺
整
理り

う

済す

ん
だ
と
友と

も

の
明あ

か

る
き
に

　
　
学ま

な

ば
ね
ば
と
吾わ

れ

し
き
り
に
思お

も

ふ	

滝
沢
　
勝
枝

三み

っ

か日
間か

ん

雪ゆ
き

降ふ

り
止や

ま
ず
訪と

ふ
人ひ

と

も

　
　
な
き
部へ

や屋
内ぬ

ち

に
漬つ

け

菜な

煮に

匂に
お

ふ	

風
巻
　
京
子

背
せ

す
じ
伸の

ば
し
両

り
ょ
う

手て

ゆ
っ
く
り
振ふ

り
な
が
ら

　
　
青せ

い
ね
ん年

行ゆ

け
り
吾あ

も
背せ

を
伸の

ば
す	

月
岡
　
ヨ
リ
エ

「
父と

う

さ
ん
が
亡な

く
な
っ
た
日ひ

は
悲か

な

し
い
ほ
ど

　
　
　
晴は

れ
て
い
た
ね
」と
フ
ァ
ッ
ク
ス
届
く	

鈴
木
　
綾
子

親し
た

し
か
り
し
十

じ
ゅ
う

九く

人に
ん

の
集あ

つ

ま
り
て

　
　
汝な

れ

失
う
し
な

へ
る
悲か

な

し
み
分わ

か
つ	

萩
原
　
光
之

長
生
学
園

息い
き

吹ふ

き
か
け
ガ
ラ
ス
の
窓ま

ど

に
字じ

を
書か

い
て
　
　

　
　
濡ぬ

れ
た
る
指ゆ

び

を
テ
ィ
ッ
シ
ュ
で
ふ
き
ぬ	

富
沢
　
キ
ミ

ま
な
か
い
の
林

は
や
し

の
枯か

れ

葉は

寒か
ん
ぷ
う風
に

　
　
小こ

鳥と
り

の
如ご

と

く
飛と

び
去さ

り
行ゆ

き
ぬ	

板
場
　
寛

床と
こ

の
間ま

に
一
富ふ

じ士
二
鷹た

か

三
茄な

す

び子

　
　
君き

み

来き

て
生い

け
し
松ま

つ

に
白し

ら
ぎ
く菊	

滝
沢
　
義
正

大お

お

み

そ

か

晦
日
家か

族ぞ
く

そ
ろ
ひ
て
熱あ

つ
か
ん燗
の

　
　
盃

さ
か
づ
き

交か
わ

し
新し

ん
ね
ん
む
か

年
迎
ふ	

柳
沢
　
チ
ヨ

新
あ
た
ら

し
き
連れ

ん
ぞ
く続
日に

っ

記き

見み

開ひ
ら

き
て

　
　
三
年ね

ん
か
ん間
の
覚か

く

悟ご

を
決き

め
る	

島
田
　
眞
之

個
人

新し
ん
ね
ん
か
い

年
会
地ち

域い
き

の
人
も
集つ

ど

い
来
て

　
　
我
乾か

ん
ぱ
い杯
の
音お

ん

ど頭
を
取
り
ぬ	

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ひ
ま
わ
り	

清
水
　
貞
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
一
月
）

手て

を
摩さ

す

り
午う

ま

と
一い

っ

気き

に
筆ふ

で

始
は
じ
め	

妙
　

故ふ
る
さ
と郷
の
朝あ

さ

餉げ

の
匂に

ほ

ひ
雑ぞ

う

に煮
餅も

ち	

信
　
夫

書か
き
ぞ
め初
に
倦う

み
て
諍

い
さ
か

ふ
兄あ

に

弟
お
と
う
と	

房
　
良

ま
た
少す

こ

し
わ
が
名な

ま曲
が
り
し
筆ふ

で

始
は
じ
め	

芳
　
司

雪ゆ
き
ば
れ晴
の
山や

ま

と
野の

面づ
ら

と
ひ
と
つ
な
ぎ	

兎
　
月

ぜ
ん
ま
い
も
入い

れ
て
雑ぞ

う

に煮
は
母は

は

の
味あ

じ	

貞
　

雪ゆ
き
ば
れ晴
や
屋や

ね根
か
ら
声こ

え

が
お
り
て
く
る	

れ
い
子

雪ゆ
き

晴ば

れ
に
生い

の

ち命
の
気き

配は
い

杉す
ぎ

の
森も

り	

壽
　
子

風か
ざ
は
な花

や
軒の

き

よ
り
出い

で
て
軒の

き

に
入い

る	

渡
　
舟

雪ゆ
き
ば
れ晴

に
九

き
ゅ
う
じ
ゅ
う十

三さ
ん

の
婆ば

ば

も
出で

る	

冬
詩
子
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皆
さ
ん
は
ど
ん
な
時
に
歯
科
受
診
し
て
い
ま
す
か
？
「
症
状
が
な
い
か
ら
行
く
必
要
が
な
い
」

「
き
ち
ん
と
歯
を
磨
い
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
」
と
思
っ
て
い
る
か
た
は
い
ま
せ
ん
か
？
歯
は
一

生
つ
き
あ
っ
て
い
く
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。
ケ
ア
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
後
で
後
悔
し
な
い

よ
う
、
自
分
自
身
の
歯
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
22
年
に
町
民
を
対
象
に
実
施
し
た
「
歯

と
お
口
の
健
康
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
は
、

「
歯
や
歯
ぐ
き
に
症
状
が
あ
っ
た
と
き
」
に
歯

科
医
院
に
行
く
と
回
答
し
た
人
の
割
合
が
最
も

多
く
、
全
体
の
約
60
％
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

　

む
し
歯
の
初
期
や
歯
周
病
は
自
覚
症
状
が
な

い
た
め
、
気
づ
い
た
と
き
に
は
す
で
に
進
行
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
歯
周
病
は
目
で
見
た
だ
け
で
は
確
認
で
き

ず
、
歯
科
医
院
で
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
の
深
さ
を
測

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
歯
周
病
は
現
在
成
人
の

８
割
の
人
が
罹
患
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、

自
分
で
は
何
と
も
な
い
と
思
っ
て
い
て
も
す
で

に
罹
患
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

異
常
に
早
く
気
づ
き
処
置
を
す
る
に
は
、
何

も
症
状
が
な
く
て
も
定
期
的
に
歯
科
検
診
を
受

け
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。
そ
の
ほ
か
に
も

右
の
よ
う
に
定
期
検
診
を
受
け
る
こ
と
で
さ
ま

ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

む
し
歯
や
歯
周
病
は
再
発
リ
ス
ク
が
高
い

の
で
、
定
期
的
に
検
診
や
治
療
が
受
け
ら
れ

る
「
か
か
り
つ
け
医
」
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

困
っ
た
と
き
に
い
つ
で
も
頼
れ
る
特
定
の
歯
科

医
院
が
あ
る
と
、
口
内
環
境
や
治
療
履
歴
な
ど

を
把
握
し
て
い
る
の
で
治
療
が
ス
ム
ー
ズ
に
す

す
み
ま
す
。
い
つ
で
も
受
診
で
き
る
よ
う
に
、

自
宅
や
勤
務
先
の
近
く
で
診
療
時
間
が
自
分
の

生
活
に
合
っ
て
い
る
な
ど
、
通
い
や
す
い
と
こ

ろ
を
選
ぶ
と
良
い
で
し
ょ
う
。

定
期
歯
科
検
診
で

　
　
自
分
の
歯
を
守
ろ
う

津
南
町
の
成
人
で
定
期
的
に
歯
科

受
診
を
受
け
て
い
る
人
の
割
合

む
し
歯
の
初
期
や
歯
周
病
は
、

自
覚
症
状
が
な
い

異
常
に
早
く
気
づ
く
に
は

か
か
り
つ
け
医
を
つ
く
ろ
う

定
期
歯
科
検
診
の
メ
リ
ッ
ト

メ
リ
ッ
ト
①

む
し
歯
や
歯
周
病
な
ど
の
異
常
の
早
期

発
見
早
期
治
療
が
で
き
る

メ
リ
ッ
ト
②

自
分
で
は
落
と
せ
な
い
磨
き
残
し
や
歯

石
を
落
と
し
て
む
し
歯
や
歯
周
病
の
リ

ス
ク
を
低
く
す
る
こ
と
が
で
き
る

メ
リ
ッ
ト
③

歯
の
状
態
や
磨
き
残
し
が
わ
か
り
、
セ

ル
フ
ケ
ア
意
識
が
高
ま
る

メ
リ
ッ
ト
④

自
分
に
合
っ
た
適
切
な
ケ
ア
方
法
を
お

し
え
て
も
ら
え
る

メ
リ
ッ
ト
⑤

治
療
に
と
も
な
う
心
身
の
負
担
や
治
療

時
間
、
長
い
目
で
見
る
と
経
済
的
負
担

も
少
な
く
済
む

続
い
て
「
以
前
の
治
療
箇
所
に
問
題
が
あ
っ
て

行
く
」
と
回
答
し
た
か
た
が
約
30
％
で
、
年
齢

が
上
が
る
に
つ
れ
て
多
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
定
期
検
診
で
歯
科
受
診

す
る
人
は
全
体
の
約
25
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま

す
（
図
１
）。
つ
ま
り
、
何
か
し
ら
の
症
状
や

不
具
合
が
起
き
て
か
ら
歯
科
受
診
す
る
か
た
が

ほ
と
ん
ど
で
、
定
期
的
に
歯
科
検
診
を
受
け
る

か
た
は
少
な
い
と
言
え
ま
す
。

（図１）

「歯とお口に関するアンケート」より



Tsunan  A l l  P e op l e

21 広報 平成26年2月号

いこう
で

いこう
で

如に

ょ

意い

輪り

ん

か

ん

の

ん

観
音
菩ぼ

薩さ

つ

の
姿
と
持じ

物も

つ

津
南
町
に
は
、野
に
あ
る
如
意
輪
観
音
は
43

体
あ
り
ま
す
。寺
院
の
墓
地
や
集
落
の
墓
地
に
は

墓
標
と
し
て
の
如
意
輪
観
音
が
た
く
さ
ん
見
ら

れ
ま
す
。

如
意
輪
観
音
は
、右
手
を
頬
に
当
て
て
い
る
の

で
迷
い
な
く
わ
か
り
ま
す
。臂ひ
（
腕
）の
数
を
数
え

ま
す
と
、四
臂
、六
臂
の
も
の
が
多
く
造ぞ
う

立り
ゅ
う

さ
れ

て
い
ま
す
。

奈
良
・
京
都
や
大
阪
の
寺
院
め
ぐ
り
で
拝
観

し
た
如
意
輪
観
音
の
お
姿
は
、か
ら
だ
の
色
は
金

色
で
、左
肩
か
ら
条じ
ょ
う

帛は
く

を
身
に
つ
け
、頭
に
化け

仏ぶ
つ

の
つ
い
た
宝
冠
を
か
ぶ
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、右

手
を
頬
に
当
て
、右み
ぎ
ひ
ざ膝
を
た
て
て
、両
足
の
裏
を

合
わ
せ
た
ポ
ー
ズ
で
蓮れ
ん

華げ

座ざ

に
座す
わ

っ
て
い
ま
す
。

手
元
に
あ
る「
仏
像
の
解
説
書
や
メ
モ
」を
参

照
し
な
が
ら
、如
意
輪
観
音
の
六
臂
像
の
持
物

や
特
徴
な
ど
を
記
し
ま
す
と
次
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。

右
の
第
１
手て

は
肘ひ
じ

を
曲
げ
て
手
を
頬
に
当
て

て
い
ま
す
。第
２
手
は
胸
の
前
に
如に
ょ

意い

宝ほ
う

珠じ
ゅ

を

持
っ
て
い
ま
す
。第
３
手
は
念ね
ん

殊じ
ゅ

を
持
っ
て
い
ま
す
。

左
の
第
１
手
は
腕
を
伸
ば
し
膝
の
後
ろ
で
蓮

華
座
に
置
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、そ
う

で
は
な
く
、後
ろ
の
光こ
う

明み
ょ
う

山さ
ん

の
上
に
置
い
て
い
ま

す
。第
２
手
は
腕
を
曲
げ
て
蓮
華
の
花
を
持
っ
て

い
ま
す
。第
３
手
は
、肘
を
曲
げ
、上
に
立
て
法ほ
う

輪り
ん

を
持
っ
て
い
ま
す
。

仏
像
の
姿す
が
た

形か
た
ちや

持
物
は
、そ
れ
ぞ
れ
に
仏
の
力

や
意
味
を
表
し
て
い
ま
す
。

如
意
輪
観
音
の
力
や
持
物
の
意
味
を
記
し
ま

す
と
次
ぎ
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

右
の
第
１
手
は
、生
き
と
し
生
き
る
者
の
身
の

上
を
案
じ
て
、い
か
に
救
済
す
べ
き
か
熟
慮
し
て

い
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。第
２
手
の
如
意
宝

珠
は
、一
切
の
願
い
を
か
な
え
る
た
め
、思
い
通
り

の
働
き
を
す
る
こ
と
を
表
し
ま
す
。第
３
手
の
念

殊
は
、一
切
の
苦
悩
を
除
く
こ
と
を
表
し
ま
す
。

左
の
第
１
手
は
、智
慧
や
慈
悲
の
世
界
が
不

動
で
あ
る
こ
と
を
表
し
ま
す
。第
２
手
の
蓮
華
は
、

泥
の
如
く
汚
れ
た
罪
悪
な
ど
を
清
め
る
こ
と
を

表
し
ま
す
。第
３
手
の
法
輪
は
、最
上
の
仏
の
教

え
を
説
く
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、六
臂
は
そ
れ
ぞ
れ
に
、六
道
の
救
い
に
働

く
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。六
道
と
は
地
獄
・
餓が

鬼き

・
畜
生
・
修し
ゅ

羅ら

・
人
間
・
天
の
６
つ
の
迷
界
で
す
。

こ
の
六
道
は
、ど
れ
も
仏
か
ら
見
た
ら
迷
い
の

世
界
で
す
。で
す
か
ら
、そ
こ
に
救
い
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
、如
意
輪
観
音
の
六
臂
が
、そ
れ
ぞ
れ

に
六
道
の
救
い
の
た
め
に
働
く
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度

　
　
　

Ｔ
ａ
ｐ
会
員
募
集
!!

韓
国
語 

春
の
体
験
教
室
を

　
　
　
　
　
　
　

開
催
し
ま
す

会員募集開始
Tapはつながりを理念に健康づくり活動

を通して、人づくりとまちづくりのお手
伝いをしていきます。

　

平
成
25
年
度
も
残
り
約
１
か
月
と
な
り
ま
し

た
。
Ｔ
ａ
ｐ
で
は
平
成
26
年
度
の
会
員
を
募
集

し
ま
す
。
来
年
度
も
地
域
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と

り
が
生
き
生
き
と
健
康
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
、

運
動
教
室
や
文
化
活
動
を
通
じ
て
ま
ち
づ
く
り

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
放
課
後
活
動
支
援
や
、
若
者

が
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

　

津
南
町
の
皆
さ
ん
が
、
笑
顔
で
過
ご
せ
る
よ

う
Ｔ
ａ
ｐ
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　

詳
細
は
今
月
号
の
嘱
託
員
文
書
で
配
布
し
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
Ｔ
ａ
ｐ
で
い
こ
う
!!
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

Ｔ
ａ
ｐ
で
は
韓
国
語
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
今
回
は
１
回
か
ら
で
も
参
加
で
き
る
体
験

教
室
を
行
い
ま
す
。

　

初
め
て
の
方
か
ら
独
学
で
勉
強
し
て
い
る
方

ま
で
、
ど
な
た
で
も
参
加
が
で
き
、
わ
か
ら
な

い
こ
と
は
遠
慮
な
く
聞
け
る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

教
室
で
す
。

　
「
興
味
は
あ
る
け
ど
、
ど
ん
な
教
室
か
な
？
」

と
思
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
、
楽
し
く
言
葉
を
学

べ
る
教
室
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時
　
３
月
５
日
、３
月
12
日
、３
月
19
日
㈬

　
　
　
　
　
13
時
30
分
か
ら
15
時
ま
で

■
会
　
場
　
文
化
セ
ン
タ
ー

■
内
　
容
　
ハ
ン
グ
ル
の
初
級
を
学
び
ま
す

■
定
　
員
　
10
名　

※
５
名
以
下
の
場
合
は
中
止

■
締
　
切
　
３
月
３
日
㈪
17
時
ま
で

■
参
加
費
　
１
回
６
０
０
円

　
　
　
　
　

３
回
一
括
１
，
５
０
０
円

　
　
　
　
　

※
会
員
は
１
回
チ
ケ
ッ
ト
１
枚

■
持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
ノ
ー
ト

※
参
加
者
が
５
名
以
下
で
中
止
の
場
合
は
申
込

者
に
ご
連
絡
し
ま
す
。

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
等

　

Ｔ
ａ
ｐ
事
務
局　

℡
７
６
５
‐
５
７
７
６

・
教
室
や
イ
ベ
ン
ト
参
加
時
に
一
般
の
参
加
者

よ
り
も
安
い
料
金
で
参
加
で
き
ま
す
。

・
入
会
特
典
と
し
て
、
Ｔ
ａ
ｐ
の
教
室
参
加
無

料
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

※
会
員
費
及
び
参
加
費
は
Ｔ
ａ
ｐ
の
運
営
、
活

動
に
使
わ
れ
ま
す
。

会員特典

如意輪観音菩薩

大阪市　観心寺

津
南
石
造
物
散
歩

つ
ま
り
石
仏
の
会

文
責 

桑
原
和
位

201



広報 22平成26年2月号

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

農
業
委
員
会
の

窓

〜
農
業
委
員
会
の
主
な
動
き
〜

【
実
施
さ
れ
た
行
事
】

〔
12
月
〕

　

25
日　

第
30
回
総
会

〔
１
月
〕

　

27
日　

第
31
回
総
会

　
　
　
　

Ｊ
Ａ
・
議
会
懇
談
会

〔
２
月
〕

　

６
日　

企
画
会
議
・
広
報
部
会

【
今
後
の
行
事
予
定
】

〔
２
月
〕

　

25
日　

第
32
回
総
会

〔
３
月
〕

　

25
日　

第
33
回
総
会

　

農
業
者
の
皆
さ
ん
。老
後
の
備
え

は
十
分
で
し
ょ
う
か
。農
業
者
平
均

寿
命
は
男
性
87
歳
、女
性
92
歳
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。長
い
老
後
に
備
え

て
、国
民
年
金
だ
け
で
は
足
り
な
い

お
金
を
農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
補

い
ま
し
ょ
う
。

　

農
業
者
年
金
に
は
、税
制
上
の
優

遇
措
置
の
ほ
か
、保
険
料
の
国
庫
補

助（
要
件
あ
り
）な
ど
の
特
典
が
あ
り

ま
す
。

　

農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
老
後
の

生
活
に
備
え
ま
せ
ん
か
。

―
農
業
者
年
金
の
特
徴
―

●
そ
の
１

　
少
子
高
齢
時
代
に
強
い
年
金

　

自
分
が
積
み
立
て
た
保
険
料
と
そ

の
運
営
益
に
よ
り
将
来
受
け
取
れ
る

年
金
額
が
決
ま
る
積
立
方
式
の
年
金

で
す
。

●
そ
の
２

　
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
保
証

　

年
金
は
生
涯
支
給
さ
れ
ま
す
。し

か
し
、仮
に
加
入
者
・
受
給
者
が
80
歳

大地に生きる

　野沢菜5.0ha、水稲1.3haを経営中です。
就農して２年目。野沢菜は病虫害、気温等、繊細でしかも収穫に手が
かかりますが、思い通りの収穫ができたときはうれしいです。この
ときが農業に就いてよかったと感じる瞬間です。
　畑は自分、水稲は祖父と担当分けをしていますが、一日も早く祖
父の技術を習得することが今の目標です。
　祖父の松太郎（74歳）は「失敗が後の支えになる。若いうちは何で
も挑戦してもらいたい」と私の成長を楽しんでくれているようです。

金子龍也さん　（20歳）　相吉

前
に
亡
く
な
っ
た
場
合
で
も
、死
亡
し

た
翌
月
か
ら
80
歳
ま
で
受
け
取
れ
る

は
ず
で
あ
っ
た
農
業
者
老
齢
年
金
の

現
在
価
値
に
相
当
す
る
額
が
、死
亡
一

時
金
と
し
て
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
そ
の
３

　
税
制
上
の
優
遇
措
置

　

支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

支
払
っ
た
保
険
料
の
15
～
30
％
程
度

の
節
税
に
な
り
ま
す
。

●
そ
の
４

　
保
険
料
を
自
由
に
設
定

　

自
分
が
必
要
と
す
る
年
金
額
の

目
標
に
む
け
て
、月
２
万
円
か
ら

６
万
７
千
円
の
範
囲
内
で
千
円
単
位

で
自
由
に
選
べ
ま
す
。

●
そ
の
５

　
国
の
補
助
が
あ
り
ま
す

　

認
定
農
業
者
等
一
定
の
要
件
を
備

え
た
意
欲
あ
る
担
い
手
に
は
、保
険

料
の
国
庫
補
助
が
あ
り
ま
す
。

■
農
業
者
年
金
の
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
農
業
委
員
会

　

℡
７
６
５
‐
５
５
８
３

今
に
な
れ
ば
、入
っ
て
て
良
か
っ
た

　

農
業
者
年
金

 
ー
受
給
者
の
声
ー

　

今
春
よ
り
農
業
者
年
金
を
受
け
取

る
ひ
と
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

農
業
者
年
金
（
農
年
）
も
長
い
間

に
い
ろ
い
ろ
大
変
な
こ
と
も
あ
り
、

脱
退
し
民
間
の
年
金
に
入
ろ
う
か
と

思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
農
年
も
積
立
方
式
へ
の
転

換
な
ど
組
織
改
革
を
行
い
、
時
代
に

あ
っ
た
年
金
方
式
に
変
わ
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
掛
金
の
全
額

税
控
除
等
は
昔
か
ら
の
有
利
な
点
で

あ
り
今
に
な
れ
ば
、
加
入
し
て
い
て

よ
か
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

年
金
は
国
民
年
金
と
合
わ
せ
て
も

他
の
年
金
者
と
は
差
が
あ
り
ま
す
。

農
年
で
農
業
者
の
よ
り
安
定
し
た
老

後
を
保
障
す
る
こ
と
が
、
若
い
農
業

者
の
確
保
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で

は
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

全国農業新聞を
　購読しませんか

　めまぐるしく変わる農政情報を分かり
やすい紙面で毎週金曜日にお届けします。

購読料　１カ月　600円（年間7,200円）

★お申込みは、津南町農業委員会（℡765-5583）
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雪と遊ぼうよ
　「雪」　きらいですか、それともすきですか。私は白い
雪が、すきです。新雪が降った翌日の青空は、とても幸せ
を感じさせてくれます。白と青しかない風景、それはそ
れは美しいものです。
　今年は、少雪かなと思いきや、立春を過ぎてズンズン
降っています。「豪雪」という言葉は、この地から生ま
れたそうです。この雪の中で、縄文時代からこれだけの
人々が住んでいるという事実は、世界的にも稀だと聞き
ます。（降雪量に対しての人口密度）雪の恵み、豊かな大
自然、水も農産物も美味しい、実にありがたいことです。
　２月のある晴れた日、友人が陣場下からスノーシュー

（西洋かんじき）を履いてやって来ました。車で来るもの
とばかり思っていましたので、大変驚いたと同時に感激
しました。
　我が家は、ニュー・グリーンピア津南へ行く途中の「津
原」にあります。家のまわりは一面田畑です。今は、行け
ども行けどもまっ白の雪原です。車が通る道はくねくね
と曲がっていますが、雪原の上は、かんじきを履いて行

きたいところへ、直線で歩いて行くことができます。昔
はもっとかんじきを履く機会が多かったと思いますが、
現在は車が一般的な足となり、雪の上を歩く時間が少な
くなってしまいました。
　雪原を歩くと、いつも歩いている視線の位置から積雪
分高くなりますから、風景も少し変わって見えます。カ
モシカ、タヌキ、ウサギなどの足跡をきっと見つけるこ
とができるでしょう。また、動物に出会うこともあるか
もしれません。ぜひ、お天気の日に、出かけてみませんか。
　３月になると「なじょもん」で、毎週日曜日スノー
シューを履いて館の周りを歩く「自然散策体験」を行っ
ています。参加して楽
しんでみてくださいね。
(*^ ^*)

結婚相談員から

を込めて
愛

衣・食・住 アドバイザーの
　　アドバイス
アドバイザーの
　　アドバイス

農村地域生活アドバイザー　尾池三佐子（津原）

チ
ャ
ン
ス
が
、
い
つ
来
る
の
か
は
わ
か
ら
な

い
も
の
で
す
。
せ
っ
か
く
の
チ
ャ
ン
ス
を
前
に

し
て
も
、
そ
う
思
わ
な
か
っ
た
り
、
積
極
的
に

つ
か
み
取
ろ
う
と
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
実
り
を

得
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

長
年
相
談
員
を
し
て
き
て
残
念
に
思
っ
て
い

る
の
は
、
せ
っ
か
く
良
い
感
じ
で
合
い
そ
う
な

二
人
な
の
に
、
互
い
に
も
う
一
歩
踏
み
出
せ
ず

に
、
交
際
す
る
ま
で
に
至
ら
な
か
っ

た
と
い
う
ケ
ー
ス
を

何
度
も
見
て
き
た
こ

と
で
す
。

相
手
に
対
し
て
感

じ
も
良
い
し
、
嫌
い

で
も
な
い
が
、「
た
だ
、

○
○
の
点
が
き
に
な

る
」
と
か
、「
親
に
言

わ
れ
る
ま
ま
に
交
際
す

る
の
は
ど
う
も
」
と
か
、

「
い
ず
れ
は
結
婚
す
る
つ

も
り
だ
け
れ
ど
、
今
は

ま
だ
」
と
言
う
よ
う
に
、
も
う
一
歩
進
ん
で
相

手
と
関
わ
っ
て
深
く
知
り
合
お
う
と
し
な
い
、

そ
ん
な
人
た
ち
に
何
人
も
会
い
ま
し
た
。

誰
で
も
相
手
へ
の
希
望
や
条
件
、
理
想
は
あ

る
で
し
ょ
う
。
で
も
、
あ
ま
り
そ
う
い
う
こ
と

に
こ
だ
わ
ら
ず
に
、
も
う
少
し
柔
軟
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。
せ
っ
か
く
の
出
会
い
で
す
。
そ

の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
大
切
に
重
ね
な
が
ら
、
と

き
に
は
場
面
を
変
え
て
相
手
を
見
る
な
ど
、
そ

う
し
た
こ
と
に
よ
り
初
め
の
印
象
と
は
違
っ
た

相
手
の
良
さ
が
見
え
て
く
る
こ
と
も
あ
る
で
し

ょ
う
。

私
た
ち
結
婚
相
談
員
会
議
は
、
色
々
な
出
会

い
の
場
を
企
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

も
し
出
会
い
が
あ
っ
た
ら
、
そ
の
縁
を
大
切

に
し
て
、
も
う
少
し
ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け

て
相
手
と
向
き
合
っ
て
見
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

結
婚
相
談
員　

山
田
麗
艶
（
芦
ヶ
崎
）



戸 籍 の 窓

■人口10,545（−11）　男5,124（−11）　女5,421（0）

■世帯数3,601（0）　■転入／ 9　■転出／ 9　■出生／ 4　■死亡／ 15　■婚姻／ 2２月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

●第４回　Myコレクション展
　会期：平成26年2月8日㈯～ 3月2日㈰
●入場料／無料
　Myコレクション展の

会期も残りわずかとなり

ました。

　様々なジャンルのコレ

クションが集まり、子ど

もから大人まで楽しめる

展示会です。　

　ご家族・お友達をお誘

い合わせの上、ぜひご来

場ください。

●雪の森を歩こう！！
　縄文人が駆け巡った冬の森を、スノーシュー

（西洋かんじき）で歩いてみませんか？

　3 月の体験「スノーシューで森へ」パートⅠ

〜Ⅲのすべてに参加すると、『修了証』を差し上

げます。

　もちろん、1 回だけの参加も可能ですので、

お気軽にご参加ください。

　「ジオツアー〈カモシカウォッチング〉秋山

郷」を含むスノーシューの体験には、疲れを癒

すティータイムがあります。

　手作りのお菓子を用意して、皆さまのお越しをお待ちしています。

藤木　柊
しゅ

叶
か

（陣場下） 咲万さん
 遥可さん

板場　美
み く

空（辰ノ口） 正英さん
 美保さん

半戸　牛松さん	 （83歳・中子）
村山　タマノイさん	（88歳・十二ノ木）
福原　リヤウさん	（93歳・恵福園なかつ）
山田　ツヤさん	 （94歳・十二ノ木）
桑原　善昌さん	 （92歳・陣場下）
小林　和三郎さん	（85歳・割野）
村山　カウさん	 （106歳・十二ノ木）
福𠩤　ミヨノさん（91歳・外丸）
渡邊　マツヰさん	（93歳・反里口）
藤ノ木勝太郎さん	（83歳・大場）
藤ノ木　富義さん	（92歳・美穂）
風巻　タケさん	 （95歳・大割野）
清水　ミ子さん	 （101歳・田中）
石澤　キノさん	 （91歳・大割野）
山本　テルさん	 （93歳・正面）

　

今
年
は
雪
も
少
な
く
て
助
か
り
ま
す
ね
。と

は
い
っ
て
も
ま
だ
２
月
。春
は
ま
だ
先
で
す
が
特

集
で
は
早
く
も
４
月
以
降
の
話
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。我
が
家
で
も
昨
年
ま
で
に
子
ど

も
た
ち
の
受
け
入
れ
を
４
回
ほ
ど
行
い
、大
変

だ
な
ぁ
と
感
じ
ま
し
た
。で
す
が
昔
か
ら
ず
っ
と

自
然
豊
か
な
こ
の
地
に
住
ん
で
い
る
と
、何
も
か

も
が
当
た
り
前
に
錯
覚
し
て
し
ま
う
日
々
が
あ

る
こ
と
を
、子
ど
も
た
ち
を
受
け
入
れ
し
て
気
づ

か
さ
れ
ま
す
。今
回
は
新
規
受
け
入
れ
の
か
た
が

増
え
て
く
れ
た
ら
と
い
う
事
で
特
集
を
組
み
ま

し
た
が
、今
後
も（
当
然
家
族
の
協
力
も
得
な
が

ら
で
す
が
）特
集
組
ん
で
終
わ
り
。で
は
な
く
、さ

ら
に
深
く
取
材
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

予約受付中 !
当日受付も可

※ただし定員になり
　次第締切ります3 月 【なじょもん☎ 765-5511】

日 時 プログラム 金額 対 象

2日㈰ 9：00〜11：00 スノーシューで森へ　パートⅠ 300 低学年から

9日㈰ 9：00〜11：00 スノーシューで森へ　パートⅡ 300 低学年から

16日㈰ 9：00〜11：30 スノーシューで森へ　パートⅢ 500 低学年から

22日㈯ 9：00〜15：00 ジオツアー〈カモシカウォッチング〉秋山郷 800 中学年から

23日㈰ 10：00〜15：30 本格アンギン編み一日体験 1,500 中学年から

30日㈰ 10：00〜12：00 春木山 300 高学年から

※友の会の皆さんは半額です。

福原　翔太さん（大割野）
松田　美沙希さん（長岡市）｝

『なじょもん縄文人になって
　　　　　　雪の森を歩こう修了証』

「おもしろ消しゴム」展示の様子

日程 地域 対象集落 会場
２月25日㈫ 下船渡  地区 下船渡・下船渡本村・上段・十二ノ木・卯ノ木・駒返り・貝坂・朴ノ木坂 なじょもん
２月27日㈭ 津南原  地区 越渡・米原・堂平・源内山・所平・大場・美穂・豊郷・津原 米原公民館
３月４日㈫ 外丸  地区 押付・小島・巻下・外丸 外丸公民館
３月６日㈭ 三箇  地区 辰ノ口・鹿渡・鹿渡新田 辰ノ口公民館
３月11日㈫ 上段  地区 中子・城原・相吉・岡・谷内・赤沢・大谷内 赤沢公民館
３月13日㈭ 三里・上田  地区 上野・田中・反里・小下里 上野公民館
３月18日㈫ 上郷（寺石）地区 羽倉・越手・寺石・足滝・穴山 寺石公民館
３月20日㈭ 上郷（大井平）地区 大井平・亀岡・今井・灰雨・子種 大井平公民館
３月25日㈫ 上郷（宮野原）地区 宮野原・朴木沢・小池・加用・百ノ木・出浦・下日出山・上郷逆巻 宮野原公民館

めざせ！苗場山麓ジオパーク
［住民説明会日程］時間／午後７時〜９時

ジオパークとは何か？この地域にはどんな見どこ
ろがあるか。住民の皆さんにどのように関わって
いただきたいか、などを分かりやすく説明します。
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この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真　

百
ノ
木
の
中
島
さ
ん
夫
婦
の
と
こ
ろ

へ
農
村
体
験
に
行
っ
た
中
学
生
４
人
。普
段
、都
会
に

い
て
は
体
験
し
得
な
い
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
、心
も

体
も
ひ
と
ま
わ
り
成
長
す
る
旅
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。


